
原発についてのアンケート集計結果 

～ぶらくり丁で通りがかりの人にたずねました～ 

 

「子どもたちの未来と被ばくを考える会」では、和歌山市ＮＰＯ・ボランティアフェスタに参加

し、原発についてのアンケート調査をしました。 

 

対象；通行中の市民 

時期；２０１３年１０月６日（日）１２～１６時の間 

場所；ぶらくり丁アーケード内 

 

調査結果 

７１人の方から回答（フェスタ関係者を含む。本会の会員は基本的に含まない）。 
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・ 回答者 71 人のうち５０・６０代が 27 人（38％）と最も多く、７０･８０代も加えると５０

代以上の中高年者で 6 割を占めている。 

 

回答者の性別
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・ 回答者の性別は女性 39 人、男性 17 人、と女性が多い。ただし不明も多い。 
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・ 「放射性物質を含んだ汚染水が海に流出しているのをご存知ですか？」という問については、

「知らない」はわずか 4 人だけ。ほとんどの人（94％）が知っていた。 

 

オリンピックまでに解決すると思いますか
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・ その汚染水問題は東京オリンピックの 2020 年までに解決すると思うかについては、「思わな

い ・ む ず か し い 」 と 答 え た 人 が こ れ も ま た 62 人 （ 87 ％ ） と 圧 倒 的 。

 
・ 福島原発事故の処理にかかると思う年数をたずねた。半数近くが 50 年以上と答え、概ね数

十年レベルの長期のものが多かった。 

事故処理にあとどれくらいかかると思いますか
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食品の放射能汚染について日常気にしてい
ますか
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・ 食品の放射性物質による汚染について日常生活の中で気にしているかどうかをたずねた。結

果は、気にしている、少し気にしている、合わせると 56 人・8 割近くが、野菜や魚の汚染

について意識している。 

・ では、なにか対策をとっているか自由記述でたずねると、回答なしや、気にはなるが特に何

もしない（6 人）も多かったが、15 人が商品購入時に産地を見るとしていた。地元品を買う

（3 人）、魚料理を減らす、もあり、他に情報収集につとめる（3 人）など、食品の汚染には

かなり関心が高いことがうかがえる。逆に「基本的に福島産のものも食べます」（被災地支

援として）もあった。 

あなたは原発をどうすべきだと思いますか
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・ 53 人と大半が原発は止めるべきだと答え、動かすべきとするのは 4 人に過ぎない。動かす

べきとするときの理由も、「リスクとリターン」「確実な安全が約束されるなら」「当分の間

（10 年間）は止むを得ない」といった留保条件がつく。どちらでもない「その他」とした

12 人は、「わからない・なんともいえない」「気にはなるが電気は必要」といった決めかねる

ものから「原則的に廃止（全て止める方向で政策をすすめる）」の意見まである。 

・ では止めるべきとする人があげる理由は何か？「あぶない」「怖い」という直感的なもの以

外にも、「事故になると土地、空気、海、川、全て汚れる」などこの２年半で明らかになっ

た福島の現状からの認識や、「子どもの未来に負担をかける」「廃棄物処理ができない」とい

う最終処分問題も目立っている。また「マイナスばかりで必要なし」「無条件に理由なし」「地

上からなくすべきもの」と断じるものもあった。誰がどう考えても脱原発以外ありえない、

という思いが伝わってくる。 



 

原発や放射能の問題について、行政に求めること、日頃思っていること等、フリーな意見をた

ずねると； 自由記述だったが 30 人から回答が得られた。主なものを次のようにあげる。 

 

・ 「正しい情報をオープンにして国民に知らせること」など、情報公開を求めるもの（7 人）。

（このなかには、「原発がなくても電気が充分にある実態を広く知ってもらうべきです」と  

いう、おそらく反原発運動の側への意見もあった。） 

・ 「即全廃を望みます」「今すぐやらないとたいへんなことになりそう」など原発廃止の断行

を求めるもの（6 人） 

・ 「原発問題にはもっと真剣に取り組んでほしい」「最優先であたるべき」「オリンピックより

復興を」など政府の対応に苛立ちをおぼえるもの（4 人） 

・ 「脱原発社会をつくる」「自然と共生する生活（電気を使用しない生活）をする」「市民力（意

識）の向上」など社会文化として考えていこうとするもの（4 人） 

・ その他として、「もっと国民の声を聞くべき」「原発の再開ありきで議論を進めないで」「最

終処理が出来ないようなものは止めるべき（前の問い―原発を止めるべきとする理由―で既

に 5 人があげていたのと重なるが）」など。 

 

 

 


